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CD経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、
企
業
活
動
ー
り
ま
く
利
害
関
係
者
11全
体
の
利
益
尊
重
）
」
「
共

を
律
す
る
一
国
の
固
有
の
文
化
・
価
値
鯉
を
超
え
一
生
」
の
理
念
が
指
針
作
成
の
原
理
に
な
っ
た
。

た
普
遍
的
な
企
業
倫
理
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
一
③
欧
米
か
ら
の
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
き
た
日

②
日
米
欧
の
企
業
経
営
者
が
構
成
す
る
円
卓
会
一
本
企
業
の
不
透
明
性
、
特
殊
性
も
、
こ
の
「
企
業

議
が
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
時
代
の
「
企
業
の
行
動
指

．

~
の
行
動
詣
針
」
を
ベ
ー
ス
に
洗
い
直
す
こ
と
が
大

針
」
を
ま
と
め
た
が
、

・「
人
間
の
尊
厳
」
「
ミ
ネ

i

切
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
海
外
か
ら
の
「
日
本
特
殊

ソ
タ
原
則
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
ズ
11企
業
を
と
一
論
」
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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日躍木‘、̀`̀日

，
 

ー月
日
米
欧
企
業
の

）
経
営
者
が
作
成

見
欧
の
企
業
経
営
者
を
中
心
に

年7
 

成
構
成
さ
れ
て
い
る
コ
ー
円
卓
会
議

平
は
、
昨
年
七
月
「
企
業
の
行
動
指
針
」

を
発
表
し
、
日
米
欧
で
こ
の
普
及
活

（
 

動
を
開
始
し
た
。
英
語
、
仏
語
版
に
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〇
続
き
、
こ
の
ほ
ど
日
本
語
版
も
完
成

9
し
た
。

1

こ
う
し
た
猛
羅
範
を
日
米
欧
の

企
業
人
が
協
調
し
て
ま
と
め
上
げ
た

点
が
こ
れ
ま
で
也
界
で
も
先
例
の
な

い
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
の
有
力
日
刊
紙
N
R
C

ハ
ン
デ
ル
ス
プ
ラ
ッ
ド
は
、
一
九
八

五
年
五
月
八
日
、
「
日
本
の
ま
や
か

店
し
の
微
笑
」
と
い
う
見
出
し
で
、
日

本
企
業
は
通
産
省
と
結
託
し
「
保
護

主
義
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
、
盗
み
、
脅
か

し
」
の
戦
略
を
駆
使
し
て
「
欧
米
の

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
の
破
披
を

狙
っ
て
い
る
」
と
い
う
フ
ィ
リ
ッ
プ

ス
社
に
よ
る
分
析
リ
ポ
ー
ト
を
一
面

大
で
掲
戟
し
た
。

'

こ
の
記
事
の
影
響
を
懸
念
し
た
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
フ

ィ
リ
ッ
プ
ス
社
元
会
長
は
、
経
済
利

害
の
対
立
に
端
を
発
し
た
誤
解
や
不

信
が
世
界
大
戦
に
ま
で
発
展
し
た
と

い
ろ
過
去
の
悲
劇
の
再
現
を
恐
れ
、

フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
営

大
学
院

(
I
N
S
E
A
D
)
の
オ
リ

ビ
エ
・
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
副
理
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